
女性一般の文化的優遇につながったのではないだろうか。「913年の歌合せでは、
内親王が左右の男女混成チームのリーダーを務め、主催者は中宮で、講釈をし
たのも女性。みな顔を見せ、声を聞かせている。11世紀になると講師は男性に
かわり、女性は御簾の後ろに隠される。高貴な女性は顔を見せたり、声を聞か
れるのははしなたいという認識が始まつていたJと いう。女性は表舞台から消
えたが、女性詩人は消滅せず、『新古今集』その他の勅撰集を通 じて足跡を残し
た。これは平安貴公子が「美 しく書く女性」を評価 したことと無縁ではなさそ
うだ。『源氏物語』の英訳者アーサー・ゥェィリーは「平安朝の真の宗教は書道
であつた」と述べている。漢字という表意文字 (線による絵)が書道という美
術に発展 しただけでなく、漢字の祖である「甲骨文字Jが呪術性をもつていた
ことを考えれば、書字への信仰があっても不思議ではない。女性は流麗なひら
がなで和歌を詠 じ、物語世界で羽ばたき、日記で内省することができた。宮廷
女房という読者かつライバルの存在もまた、書き手を刺激したことであろう。
歌合せはアィステッズヴォッドに似た詩歌のコンテス トだが、音声の祭典で

はなく、書画、調度品、金細ェ、漆芸、抄紙、きらびやかな衣装・・・目もあ
やな王朝絵巻だった。「聞く文化」と「見る文化」は、ウェールズと日本それぞ
れの社会、言語、国民の好みと審美観から生まれ、それが官廷女性のありよう
に影響したに違いない。『マビノギオン』のヒロイン達は話しぶりで、『源氏物
語』のヒロイン達は書きぶりで、知性や感受性や人品を発揮 しているのは、そ
うした文化伝統に根ざしたものと思われる。

Forum‐On:カ ムリの文学を楽 しむ :

中期ウェールズ語伝承に描かれた

英雄像とその世界
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1.Forl17n‐Onの テーマ

今回、初めて文学を扱 うフォーラムを企画するにあたり、「中世ウェールズ文
学」や「マビノーギオン」と一般に言われている作品群の性格を、説話が取り
扱 う世界の範囲と、そこに描かれる英雄像という二点から検証することとした。

まず「中世ウェールズ文学」について、ここでは、「古代ブリテン人の口頭伝
承が、異民族の侵攻によってブリテン島が北と南に分断された西暦 6世紀以降
ウェールズで保存され、800年頃からラテン語や中期ウェールズ語で書き記さ
れたもの」と定義する。現存する最古のウェールズ語の著述は土地裁判記録や
証文であるため、『ブリテン人の歴史』墨 sιο五aB五競On“コ 828/9)な ど、ウェ
ールズ在住の聖職者によるラテン語文献にウェールズの文学的伝統の端緒は求
められる。逆に Siette O Fynwの 『プリテン列王伝』tttso″′Rettm
B五境昼 aθ c l130は、ブリテン伝承を素材にしているものの、ノルマン・フ
レンチの政治的イデオロギーのもとに編集されているため除外される。よって

年代区分は、『列王伝』のウェールズ語訳が流布する 1200年までとする。
2.中 期 ウェール ズ語伝承の性格

上記の時代に書かれた文学を呼ぶ名称は数々あるが、ここでは、ぁぇて「伝

承J、 ウェールズ語の cyfattwddydと いう用語を使用する。GPCに よれば「知、
ガイダンス」という意味を持つこの言葉は、barddや cyIFarwyddと 呼ばれる職

業的詩人・語 り部が、何のために伝承を語 り続けたのかを明らかにしてくれる。
C_vfar¬γddydと は、共同体意識を支える価値観・行動の<手引き>と なる

<知の大系>であり、具体的には、T五 Chof Ynys Prydainと 呼ばれる三つの

<記憶> Hanes,Idth,Achauを総括する。これらは、自民族のルーツと歴史、

すなわち、「我々」はどこから来て、なぜここに居住するのか、なぜ現在の物事

がこうあるのかを説明すると同時に、「我々」の祖先の英雄的行為を語り継ぐこ

とで現在の行動規範として示すという意義を持っていたと考えられる。別の言

い方をすれば、このような伝承を同じ言語で語り合い、そのことを通じて、同

じ集合的記憶を伝える共同体が「我々」と定義できるだろう。
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3. 「我 々」 と「我 々の世界」

ウェールズ語の Cyluryと は、周知のように「我々」という意味を持つ。け

れども、どこまでを「同じ民族」とみなすのかという「我々」の単位は時代に

よって変遷する。

まず『ブリテン人の歴史』では、ブリテン島の住民は トロイの王子 Brlltus

の子孫であると語る。よつて「我々」=ブ リテン人軋 B五ttoneOで ある。同時

期に編纂が始まつたと思われる『 ゴドディン』(yaガ
“

uDでも、サクソン人

CIIoё

『

wys)と 戦って玉砕する北ブリテンの戦士たちは Brythonと 呼ばれる。

12世紀に書かれたと想定されるF22%′
“
賭 SP▼d由 には、「プリテン島に

居住する権利を持つのはカムリのみ、彼 らはブリテン人の子孫だから」という

一文がある。この Cttwは、現在のウェールズに住む人々のことである。つ

まり、ウェールズの伝承においては、もともと「我々」とは、ローマ軍退却後

の異民族の襲来に対抗するため、ブリテン島の最初の住民「ブリテン人」とし

て自分たちを定義することから始まり、やがて、アングロ・サクソン人の侵攻

によつてブリテン島が分断され、「ブリテン人」の一部がウェールズに隔離され

るに至った 7世紀頃から「ウェールズ人」を限定的に指すようになつた。この

ような意味で C耳回yが初めて使われたのは、グウィネッズの王でノーサンブ

リアのエ ドウィンに大勝 したことで知られるカ ドワッソン・アプ・カドヴアン

(d_633)の 勲を謳った頌歌 (Mohant Cadwanttm)でぁるとされる。

このような「我々」の住む世界は、ウェールズ語では Ynys Pwd,ln「 ブリ

テン人の島」と呼ばれ、伝承ではY Gogledd,C「げy Cernywの二つからなる

とされる。けれどもYnys Pryda血 は地理上のブリテン島とイコールではない。

Y Gogleddは「
1ヒ方」を指すが、その北辺は現在のスターリングあたりだつた。

それよりも以北、いわゆるtra bnn・ ogは ピクト人の世界であり、「我々」が踏

み入れることのない未知の異世界だつたのである。

このような「我々世界」の布置のされ方から、ウェールズ伝承の政治性が窺

われる。現実にはウェールズにあつてイングランドの脅威を常に感じていなが

ら、物語の地図上にはイングランドは存在せず、_Arthurの 活動範囲はブ

リテン島全体 (ただしピク ト人の土地は除く)に及ぶ。そして、宮廷バル ドbardd

lbulunは、カ ドヮッソンやアーサーの武勲の記憶に基づき、いつの日か正統な

る我らの王が帰還して、C「げy力 再`び立ち上がり異民族を島から追放する時、

Unbeinnyaeth Prydeinの 奪還を預言して歌い継ぐ。

<中期ウェールズ語伝承を指す用語例>
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ウェール ズ伝 承 にお ける「アーサー王」

不破 有理

“King Arthピ in Welsh tradition

h FtハVA

要書旨 Abstract The igure of Arthur in the Wdsh traこtlon is elusive:the

name of ttthur appears vanously h early WeLsh poems such as`Tngl「 直on

y Beddau,"`Ta ttr y"7'r porthor?"but only b五efly Other occurrences are

found in Nenius Яnd И麟
"″

as a勿
"biaの

where Arthur takes a role of a

leader i battle(“dux benorum")leadmg廿 el■ e battles tO vict。巧/for the

B五tons(m Nenn■ u9,allld he fans tOgether宙th Medra就 h the batiO Of

Cnmlan Kinノ衡コ」θs C凛ルカ∂.N∝壼us records twO sllpematural

■■lddences conce― lg Arthurヽ dOg nnd hs son,both of tthch attest to

出 hl17も estabushed reputation as a 10cal hero And t。 1五s dOse assOciaion

with IVelsh legends.Yet these references are rather ia♂ ment〔覆y and more

comprehensive a∝ Ount ofArthur's character appears in θ翅
"τ

力′ο6ソ筋θ2.

Thls stOry o“ ers a basic structure of ArthuttЯ n wOrld,ie.,1五 s court,hs

warnors and magiclalll,hs rdatlves,hs equ■ pments such as a sword,nda

sb■eld,and the prOblemsノ at市entllre brought befOre´賦hur to be solved

Lヽat is nodceable here is vagueness abOut the setttg spat■dv as wdlas
about the identtcadon of Arthur as the`Knピ '.The wOrk dOes not cau

ハごthur Bang;ndther dOes it mendon 4FthurЪ father and son,thus laよ s the

male genealojcal e宙dence to estabhsh Athurin ine_His cOurt,CeL Wig
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